
【学術変⾰領域研究（Ａ）】

なぜこの研究を⾏おうと思ったのか（研究の背景・⽬的）

図1 「細胞質ゲノム制御」領域の”ねらい”についてのイメージ図

研究者
写真

細胞内共⽣オルガネラのゲノム制御︓技術⾰新から⽣命現象の理解と応⽤へ（細胞質ゲノム制御）

●研究の全体像
細胞内共⽣細菌やそれに由来するミトコンドリアや葉緑体は、内部に独⾃のゲノム（細胞質ゲノム）をもつ。こ
れらは呼吸や光合成、細胞死や性決定などの様々な⽣命現象の根幹に関わるが、ゲノム改変の不可能さや
困難さが、その理解と応⽤を妨げてきた。本学術変⾰領域研究の研究者らは植物オルガネラのゲノム編集や
遺伝⼦導⼊に成功し世界をリードしている。その先⾏技術を活かし、(1)対象⽣物を拡⼤した⾃由⾃在な細
胞質ゲノム制御技術の開発、(2) 細胞質ゲノムの挙動(維持/動態/発現)の分⼦基盤の全容理解、(3) 細
胞質ゲノムが担う重要⽣命現象の解明とその応⽤への展開、を実⾏することで、オルガネラ⽣物学領域の「技
術、学術、応⽤」の全⾯での⾶躍的な展開を⽬指す。
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研究⽬的1︓ 先端細胞質ゲノム制御技術を集約し、さらなる改良により誰でも使える技術へ
細胞質ゲノムの⾃由⾃在な編集や、次世代に安定して遺伝する外来遺伝⼦導⼊技術など、「この分野の研
究者なら誰でも使うことができる技術」の開発で領域貢献を⽬指す。

研究⽬的2︓ 多くの謎が残される細胞質ゲノムの“遺伝”の完全理解
ここで挙げる“遺伝”とは、ゲノムDNAの世代を超えた遺伝はもちろん、多コピーの細胞質ゲノムの細胞内や個体
内における分⼦集団挙動やその維持伝達、遺伝⼦発現とその制御機構，などを含む。これらに係わる未解明
問題を、細胞質ゲノム制御技術を活⽤しつつ解明する。

研究⽬的3︓ 細胞質ゲノムが影響を与える多様な⽣命現象の理解と応⽤研究への展開
細胞質ゲノムが関与する、宿主である細胞や個体の様々な重要⽣命現象 (性制御、病態発現、雄性不稔
など)や、その他の環境や⼈間社会へ多様な波及効果を与える形質について, 細胞質ゲノム制御技術を利⽤
しつつ理解を深めるとともに、社会貢献につながる医療・産業・農業などへの応⽤化のシーズを創出する。

この研究によって何をどこまで明らかにしようとしているのか
三つのグループが協働し、細胞質ゲノム制御領域の「技術、学術、応⽤」の⾶躍的な展開を⾏う

研究項⽬として「制御技術」をA01、その使⽤対象の研究となる「遺伝理解」をB01、「利⽤展開」をB02と
して運営を⾏う。先進する細胞質ゲノム制御技術をさらに進展・発展させ、その先進技術を⽇本でいち早く基
礎科学と応⽤展開に⽤いることで、新たな発⾒と社会貢献につなげる。B01とB02での制御技術利⽤の過
程で顕になった利点・問題点や結果のフィードバックを受けて、更にA01制御技術を発展をさせ、技術と科学
の正のループを動かし続けることで、世界で認められる「⽇本のお家芸」の研究領域となることを⽬指す。

https://www.agr.kyushu-u.ac.jp/cytoplasmicgenomeregulation/ホームページ等
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図2 植物オルガネラゲノム編集のイメージ図標的⼀⽂字置換

図3 研究グループのイメージ図


